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　白い息を弾ませながら、小学生が小走りで脇を
通りました。新幹線、能越道の完成が間近に迫り、
外に目が行きがちですが、次代の七尾市を子供た
ちに遺すために、内側からしっかり守っていく施
策を提案し続けようと、庭の雪吊り支柱を見なが
ら決意を新たにしました。市政の無駄を除雪・排
雪していくために、議員一同、寒さに気を引き締
めて「改革の雪下ろし」に励んで参ります。
 編集委員会　西川　英伸

編 集 後 記

　11月12日（水）から14日（金）の３日間に渡り、市内９カ所において「市民と議会との懇談会」を開催いたしました。数
多くの市民の方に足を運んでいただき、市政全般や人口減少問題などについて活発な意見が交わされました。ご参加
いただいた方々には、誠にありがとうございました。

◆テーマ「人口減少問題」について、市民からの主な意見◆
★  ただ定住人口を増やすというだけではなく、遠方での勤務を可能にする対策も必要ではないか。例えば、金沢など
に通勤する際にガソリン代を助成するとか。また、氷見市や高岡市と連携して、整備した交通網を活用して、企業が
行き来し、通勤エリアとして考えていくとか。
★  推計のとおり人口減少になった時にどうするか、今から少しずつ準備をしておく必要があるのでは。
★  観光や合宿で七尾に来た人が、ここに住もうと思えるような、地域と繋がる取り組みを検討してもらいたい。
★  子どもが少ないと、七尾市の今後も厳しい状況になる。いろんな定住に向けた制度の見直しをしてほしい。
★  若い男性は結婚に対して奥手で難しい面があるが、若者が魅力ある地域にし、若者が地域に留まる施策を打ち出し
ていく必要がある。
★  若者に結婚を促進する施策を七尾市全体が組織的に考えていくことで出生率も上がるはず。
★  出生率が高い地域はなぜ高いのかを検証しながら七尾市もいろんな施策をやってほしい。
★  他の自治体が行なっている取り組みと同じことをしていてはダメ。全国的に注目を集めるような取り組みをしないと。
★  市内に若い就農者が少しずつ出てきている。その人たちが定着できるような施策が必要ではないか。
★  誘客や企業誘致も大事だが、もっと地元の人や企業を大事にすることで、若者が定住するのではないか。
★  若い人が結婚して家を建てて住むために、土地を安くしてみてはどうか。
★  何もかもするのは難しいのは分かる。何かを犠牲にして人口減少対策を講ずるべきでは。
★  もう少し女性目線で考えた施策も必要では。買い物や生活する上で便利のいい状況があれば嬉しいはず。
★  より多くの人にもっと七尾の良いところをアピールすべきだ。それによって定住にも繋がる。また、子どもたちにも
七尾の良いところを知ってもらう必要性があるのでは。
★  将来七尾に住みたいけど仕事がないから無理と言う子どももいる。七尾が好き、七尾で何かしたいと思って七尾に
移住した人も増えているので、そういった方々と子どもたちを交流させて、違った価値観を見せるといった取り組
みもいいのでは。

「市民と議会との懇談会」（平成26年度 第2回議会報告会）

袖ケ江公民館での様子

議 会 の 動 き

11月  3日 七尾市文化産業賞贈呈式
10日 総務企画常任委員会

石川県市議会議長会知事要望
12日 産業建設常任委員会

市民と議会との懇談会（～14日）
27日 教育民生常任委員会

議会運営委員会

12月  1日 第4回市議会定例会（～16日）

 1月 11日 平成27年七尾市成人式
13日 能登五市議会議長会定期総会

産業建設常任委員会
総務企画常任委員会

21日 教育民生常任委員会
27日 第１回議会臨時会

　ここで頂いたご意見は、少しでも反映できるよう行政に積極的
に働きかけていきたいと思います。七尾市の人口をこれ以上減少
させないためにも、いろんな施策を日々検討しながら、取り組ん
でまいりますので、今後とも市民の皆さんのお力添えをよろしく
お願いいたします。

開催日 開催場所 参加者数

11月12日（水） ・金ヶ崎公民館
・釶打公民館
・崎山公民館

9人
6人
18人

11月13日（木） ・相馬公民館
・高階公民館
・能登島公民館

14人
19人
25人

11月14日（金） ・袖ケ江公民館
・豊川公民館
・御祓公民館

36人
51人
21人

参加状況


